
危機的な海洋生態環境はサンゴだけではない

人間活動によるサンゴ礁の破壊には、世

界中から関心が集まっており、よく知られ

ている。しかし、サンゴ礁と同じくらい重

要な「海草の生態系」も破壊が進んでい

るという事実には、ほとんど目が向けら

れてこなかった。

今回、海産の単子葉植物である海草が

群落を形成している「海草藻場」につい

て、初めて世界規模で包括的な評価が行

われ、人間活動が大きなダメージを与え

てきたことが明らかになった 1。

今回の調査では、世界の 215 か所から

得られた定量的データを統合した。する

と記録開始以来 130 年間で、世界全体で

海草藻場の 4 分の 1 が失われ、1940 年

以前には 1 年当たり1％未満だった減少

率も、1990 年以後は 7％まで上昇してい

ることがわかった。研究グループによれ

ば、これはマングローブやサンゴ礁、熱

帯雨林の減少率に匹敵し、海草藻場も地

球上で最も危機に瀕している生態系の 1

つであるという。彼らは、「海草藻場が急

速に減少しつつあるという今回の報告か

ら、地球全体の沿岸域生態系において大

規模な環境破壊が起こっていることは明ら

かです。海草は、こうした変化を知らせる

『報知器』のようなものなのです」と話す。

海草藻場は、アオウミガメ（Chelonia 

mydas）やジュゴン（Dugong dugon）な

どの稀少な野生動物の命を支え、魚類に

は生育・繁殖場所を与えて、サンゴ礁を

養い、さらには漁業を支えている。海草

藻場は、生物学的だけでなく経済学的に

も非常に重要なのだ。また、海底堆積物

の安定化や海岸保全といった機能も果た

しており、海洋の炭素の捕捉や栄養輸送

にもかかわっている。

環境破壊の報知器
今回の研究では、2 年かけて世界規模の

調査を行い、海草藻場の面積変化に関す

る全データを 1 つのデータベースにまと

め上げた。このデータベースには、既に

発表済みの研究論文や、オンラインデー

タベース、未発表だが監査済みの研究論

文も含まれる。解析によれば、1879 年

から 2006 年までの間に消失した海草藻

場の面積は 3370 平方キロメートルにも

達し、今回適切な記録を入手できた総面

積の 29％が失われた計算になる。これ

を地球全体に換算すると、記録開始以降、

5 万 1000 平方キロメートルの海草藻場

が消失したことになる。また、1980 年以

後、年に 110 平方キロメートルという速

度で消失していることも明らかになった。

ただし、論文著者の 1 人、ニューハ

ンプシャー大学（米国、ダーラム）の

Frederick	Short は、海草について入手で

きるデータはあまり多くはなく、そのため

消失の全面積を正確に把握するのは難し

いことを認めている。

Short をはじめ、多くの専門家たちは、

海草藻場の面積減少の原因のほとんどが

人間活動にあると考えている。沿岸地域

の人間活動による富栄養化や堆積物汚

染、外来種の持ち込みにより、海草生息

域が減少しているのである。また、研究

グループによれば、陸上植物から進化し

た被子植物の仲間である海草は、気候変

動による影響も受けやすいという。

先行き不透明
自然保護活動団体であるコンサベーショ

ン・インターナショナルの海洋気候変動

マネージャーで、世界海草学会（World	

Seagrass	Association）の運営委員会の

委員を務めるGiuseppe	DiCarlo は、たと

え海草藻場が既に消失した場所であって

も、海洋保護区（MPA）の指定などがあ

れば、復元のチャンスはあると語っている。

「海草藻場の保護を提唱するときによりど

ころとなる、何か地球規模的な数字が最

終的に手に入ればよいのですが」と彼はい

う。「［何か手を打たなければ］カリブ海の

ような局地的な海域規模では、海草藻場

がことごとく失われることになるでしょう」。

国際自然保護連合（IUCN）世界海洋

生物種評価（GMSA）でプログラムオフィ

サーを務める Susanne	Livingstone は、

「確かに専門家は、海草藻場が 30％消

失したと聞いてもさほど驚かないでしょう。

しかし一般市民でも、これほど減少率が

大きくても海草に関心をもつことはまずな

いでしょう」という。「海草はサンゴほど

魅力的ではないのでしょうね。でも生態学

的にみれば、海草はサンゴと同じくらいか、

それ以上に重要なのです」と彼女は嘆く。

Livingstone は、近々刊行される、絶

滅危惧種に関する IUCNレッドリストの海

草に関する評価に取り組んでいる。これ

の結果はまだ公開されていないが、今回

の海草に関する調査結果も取り込まれる

はずだという。（船田晶子　訳）	 ■
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海草を食べるジュゴン。

Vital marine habitat under threat

熱帯雨林やサンゴ礁と同じように、海草藻場も環境破壊によって危機に瀕している。
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